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複素旗多様体内の二つの実旗多様体の交叉が離散的になるための必要十分

条件をこれまでに知られていたものを含む形で述べる．実旗多様体の離散的

な交叉はあるWeyl群の軌道であり，複素旗多様体の「対蹠集合」になる（定

理 1.2）．応用として，複素旗多様体内の実旗多様体は大域的タイトになるこ

とを示す (系 1.5)．複素旗多様体と二つの実旗多様体の組は，コンパクト対

称三対から構成されるが，出発点となるコンパクト対称三対を「標準的」な

ものにとれることを示す．

この講演は，馬場蔵人，大野晋司，酒井高司，田崎博之との共同研究であ

り，馬場蔵人との共同研究，入江博，奥田隆幸，酒井高司，田崎博之との共

同研究の内容も含む．

1 複素旗多様体内の二つの実旗多様体の交叉

このノート全体を通じて，Gを compact連結単純 Lie群とし，その Lie環

を gと表す．

(G,K)を compact対称対とし，gの標準分解を g = k⊕pとする．x ∈ p−{0}
に対し，M = Ad(G)xを複素旗多様体，L = Ad(K)xを実旗多様体という．

複素旗多様体内の二つ実形 L0と L1の交叉 L0 ∩L1について考察する．[8]

において，L0 ∩ L1 ̸= ∅となることはすでにわかっているので，次のように
設定できる．

(G,K0)と (G,K1)を二つの compact対称対とする．すなわち，G上に二

つの対合 θi (i = 0, 1) が存在して，F (θi, G)0 ⊂ Ki ⊂ F (θi, G)．G の Lie

環 gを θi により二通りに標準分解して，g = ki ⊕ pi と表す．複素旗多様体

内に二つの実旗多様体の交叉を考えるので，p0 ∩ p1 ̸= {0} と仮定できる．
x0 ∈ p0 ∩ p1 − {0}とし，複素旗多様体M = Ad(G)x0とM 内に二つの実旗
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多様体 Li := Ad(Ki)x0 ⊂ M を考える．このとき，

L0 = M ∩ p0, L1 = M ∩ p1, L0 ∩ L1 = M ∩ (p0 ∩ p1) (1.1)

となる ([8])．Li = Ad(F (θi, G)0)x0 が成り立つ ([6, Prop. 2.1])ので，Li は

連結になる．よって必要があれば，Ki = F (θi, G)0 とおいてよい．特に Ki

は連結と仮定してよい．x0 を含む p0 ∩ p1 内の極大可換部分空間を aとする

と，dim a ≥ 1．α ∈ aに対し，gの複素化 gC の部分空間 g(a, α)を

g(a, α) = {X ∈ gC | [H,X] =
√
−1⟨α,H⟩X (H ∈ a)} (1.2)

と定めると，[a, g(a, α)] ⊂ g(a, α). ¯でgCのgに関する共役を表すと，g(a, α) =

g(a,−α)．g(a, α)は θ0 と θ1 の合成 θ0θ1 で不変である．aの部分集合 Σ̃を

Σ̃ := {α ∈ a− {0} | g(a, α) ̸= {0}}

と定める．次の補題が知られている．

補題 1.1. Σ̃は aを張る既約ルート系になる．

証明. 松木 [10, p. 60, Proposition 1]は Σ̃がルート系の公理を満たすことを

示した．[9, Lemma 4.12]で Σ̃が aを張ることを示した．[9, Lemma 4.34]で

Σ̃が既約ルート系であることを示した．

上の補題を踏まえて，Σ̃を gの a に関する制限ルート系と呼ぶ．Σ̃の定め

るWeyl群をW (Σ̃)と表す．aを含む gの極大可換部分環 t をとり，gの tに

関するWeyl群をW (t)と表す．

部分集合A ⊂ Mが対蹠集合であるとは，Aが可換集合，すなわち，[A,A] =

{0} が成り立つときを言う．この定義は [8]で与えられた．M が compact型

Hermite対称空間のときには，対蹠集合の定義はChen-Naganoによる点対称

を用いた対蹠集合の定義 ([3])と一致する．次の定理は [8]の精密化である．

定理 1.2. L0, L1 ⊂ M を実旗多様体とする．次の条件 (1)と (2)は同値で

ある．

(1) L0 ∩ L1 が離散的である．

(2) p0 ∩ p1 は可換部分空間である．

このとき，L0 ∩ L1 はM の対蹠集合であり，

L0 ∩ L1 = M ∩ a = W (t)x0 ∩ a = W (Σ̃)x0 (1.3)

が成り立つ．
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証明. (2) ⇒ (1)の証明：p0 ∩ p1 は可換部分空間だから，(1.1)より，

L0 ∩ L1 = M ∩ t ∩ p0 ∩ p1 = W (t)x0 ∩ p0 ∩ p1 ⊂ W (t)x0

となり，L0 ∩ L1 が離散的である．

次の二つを示せば十分である．

• (1)から (2)を導くこと

• L0 ∩ L1 が離散的であるかどうかに関わらず，任意の x0 ∈ aについて，

W (t)x0 ∩ a = W (Σ̃)x0．

次の節でこれらを示す．

一般的な証明を述べる前に典型例について調べておく．

例 1.3. [2次元球面内の大円の交叉] g := su(2)と R3 を次のようにして同一

視する：

g = su(2) =

{(
ix y + iz

−y + iz −ix

)}
∼= R3 =


x

y

z




この同一視の下で，[X,Y ] = 2X × Y が成り立つ．

J =

1

0

0

 =

(
i 0

0 −i

)
∈ su(2)

で北極を表す．

G = SU(2) =

{(
eiα cosφ −eiβ sinφ

e−iβ sinφ e−iα cosφ

)}
とおくと，Gは compact単連結単純 Lie群で，Gの Lie環は g になる．

M := Ad(G)J =


 cos 2φ

sin 2φ sin(α+ β)

sin 2φ cos(α+ β)


 = S2

とおく．Gの対合 θを θ(g) = ḡと定めると，θの固定部分群はK = F (θ,G) =

SO(2)．θは gの対合を誘導する．これも θと表す．gを θにより標準分解し

て，g = k⊕ pと表すと，

p =

{
i

(
x z

z −x

)}
a := RJ とおくと，aは pの極大可換部分空間である．gは gの極大可換部分

環でもある．

A = exp a = S1 =

{(
eit

e−it

)∣∣∣∣∣ t ∈ R

}
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とおくと，Aは G内の極大トーラスである．p = AdG(K)aだから

S2 = G/K = Expp = π exp(Ad(K)a) = π(KA)

が成り立つ．ここで，π : G → G/K は自然な射影である．

L := Ad(K)J =


cos 2φ

0

sin 2φ


 = S1 = M ∩ p

とおくとLはM = S2の大円である．大円同士の交叉L∩Ad(g)L (g ∈ G)に

ついて考えたい．分解G = KAKにしたがって g = k1 exp(tJ)k2 (k1, k2 ∈ K)

と分解する．LはK 軌道だから，L ∩Ad(g)L = Ad(k1)(L ∩Ad(exp tJ)L)．

このとき，

p ∩Ad(exp tJ)p = RJ ⇔ sin 2t ̸= 0 ⇔ L ∩Ad(exp tJ)L = {±J} = W (Σ̃)J,

p ∩Ad(exp tJ)p = p ⇔ sin 2t = 0 ⇔ L ∩Ad(exp tJ)L = L

ただし，Σ̃は (G,K)の aに関する制限ルート系であり，W (Σ̃)は Σ̃のWeyl

群である．離散的な交叉 L ∩Ad(exp tJ)L = {±J}はM = S2の大対蹠集合

であることを示す．sX で S2 の X ∈ S2 における点対称を表すと，sXY =

2⟨X,Y ⟩X − Y となる．

sXY = Y ⇔ Y = ⟨X,Y ⟩X ⇔ X//Y ⇔ [X,Y ] = 0

⇔ sY X = X ⇔ Y = ±X

よって，離散的な交叉 L ∩Ad(exp tJ)LはM の大対蹠集合になる．

定義 1.4. M を複素旗多様体，L ⊂ M を実旗多様体とする．L ⊂ M が大域

的タイトであるとは，L∩Ad(g)Lが離散的であるような任意の g ∈ Gに対し，

#(L∩Ad(g)L) = SB(L,Z2) が成り立つときをいう．ここで，SB(L,Z2)は

Lの Z2 係数のベッチ数の総和である．

定理 1.2の応用として次を示す．

系 1.5. (IIOST) 実旗多様体 L ⊂ M は大域的タイトである．

証明. L0 := L,L1 = Ad(g)Lとして，定理 1.2を適用すると，L∩Ad(g)Lが離

散的ならば，L∩Ad(g)L = W (Σ̃)x0が成り立つ．このとき，#(L∩Ad(g)L) =

#(W (Σ̃)x0) = SB(L,Z2)．第二の等号は [2, p. 86]からしたがう．

4



2 定理 1.2の証明の概要

いくつかの準備の後に次の補題 2.1を示す．補題 2.1が示されれば，定理 1.2

が示されたことになる．

補題 2.1. 次が成り立つ．

(1) p0 ∩ p1 は可換部分空間でなければ，L0 ∩ L1 は離散的でない．

(2) 任意の x0 ∈ aについて，W (t)x0 ∩ a = W (Σ̃)x0．

GとG上の二つの対合 θ0, θ1の三対を compact対称三対という．松木 [11]

は compact対称三対の集合 {(G, θ0, θ1) | θ0, θ1 は Gの対合 }に対し，次の同
値関係を導入した．(G, θ0, θ1)と (G, θ′0, θ

′
1)が同値であるとは，G上の自己

同型写像 φ ∈ Aut(G)と内部自己同型写像 τ ∈ Int(G)が存在して，

θ′0 = τφθ0φ
−1τ−1, θ′1 = φθ1φ

−1 (2.1)

となるときを言う．このとき，(G, θ0, θ1) ∼ (G, θ′0, θ
′
1)と表す．

(G, θ0, θ1) ∼ (G, θ′0, θ
′
1)の下で，(G, θ0, θ1)から構成されたものを O とす

ると，それに対応する (G, θ′0, θ
′
1)のものをプライムを付けてO′と表す．たと

えば，p′i = F (−θ′i, g)．このとき，

F (θ′0, G) = τφ(F (θ0, G)), p′0 = τφ(p0),

F (θ′1, G) = φ(F (θ1, G)), p′1 = φ(p1) (2.2)

compact対称三対 (G, θ0, θ1)から複素旗多様体M = Ad(G)x0 と二つの実旗

多様体 Li := Ad(Ki)x0 が構成されたとする．(2.1)の下でM と同型な複素

旗多様体M ′ を

M ′ = Ad(G)φ(x0)

と定める．M ′ = Ad(G)τφ(x0)とも書ける．M ′内の実旗多様体 L′
iを次で定

める．

L′
0 = Ad(F (θ′0, G))τφ(x0) = τφ(L0), L′

1 = Ad(F (θ′1, G))φ(x0) = φ(L1)

と定める．ただし，θi, τ, φの微分写像も同じ記号で表した．

(2.2)より，次の補題が従う．

補題 2.2. 次が成り立つ．

(1) (2.1)において，τ = 1のとき，

L′
i = φ(Li), L′

0 ∩ L′
1 = φ(L0 ∩ L1), p′0 ∩ p′1 = φ(p0 ∩ p1).

L0∩L1 = W (Σ̃)x0となるための必要十分条件は，L′
0∩L′

1 = W (φ(Σ̃))φ(x0)．

ここで，φ(a)は p′0 ∩ p′1の極大可換部分空間であり，φ(Σ̃)は gの φ(a)

に関する制限ルート系である．
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(2) (2.1)において，φ = 1, τ = τk1ak0
(ki ∈ Ki, a ∈ A := exp a)のとき，

L′
0 = Ad(k1)Ad(a)L0, L′

1 = L1, L′
0 ∩ L′

1 = Ad(k1)(Ad(a)L0 ∩ L1),

p′0 ∩ p′1 = Ad(k1)(Ad(a)p0 ∩ p1)

aはAd(a)p0∩p1の極大可換部分空間でもあり，Ad(a)L0∩L1 = W (Σ̃)x0

となるための必要十分条件は，L′
0 ∩ L′

1 = Ad(k1)(W (Σ̃)x0)．

Hermannの定理（[5]）より，G = K1AK0が成り立つ．上の補題から，補

題 2.1を示すためには，同値類 [(G, θ1, θ2)]の中から，扱いやすい代表元を取

り出して，

(1) Ad(a)p0 ∩ p1 が可換でなければ Ad(a)L0 ∩ L1 は離散的でない．

(2) W (t)x0 ∩ a = W (Σ̃)x0 が任意の x0 ∈ aについて成り立つ．

を示せば十分であることがわかった．

補題 2.3. n := ord(θ0θ1) < ∞と仮定する．Ad(a)p0 ∩ p1が可換でなければ

Ad(a)L0 ∩ L1 は離散的でない．

証明の概要. a ∈ Aだから，a ⊂ Ad(a)p0∩p1．Ad(a)p0∩p1 = a⊕a⊥と直交

直和分解すると，Ad(a)p0∩p1は可換ではないから，a⊥ ̸= {0}．X ∈ a⊥−{0}
をうまくとり，X を用いてAd(a)L0 ∩L1内に円周 S1が構成できることをい

う．これを言うために [12]の結果が必要になる．

n := ord(θ0θ1) < ∞と仮定しているので，大野 [12]の結果が使える．θ0θ1

を複素線形に gCに拡張したものは対角化可能であり，その固有値 ϵは 1の n

乗根になる．ϵ ∈ U(1)に対し (1.2)で定義された g(a, α)の部分空間 g(a, α, ϵ)

を

g(a, α, ϵ) = {X ∈ g(a, α) | θ0θ1X = ϵX}

と定めると，g(a, α)は θ0θ1 不変だから，

g(a, α) =
∑

ϵ∈U(1)

g(a, α, ϵ) (2.3)

ϵ ∈ U(1)に対し，

Σϵ = {α ∈ Σ̃ | g(a, α, ϵ) ̸= {0}}

とおくと，

Σ̃ =
∪

ϵ∈U(1)

Σϵ

が成り立つ．ϵ ∈ U(1)に対し，φϵ ∈ (−π/2, π/2]を ϵ = e2
√
−1φϵ ととる．
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定義 2.4. H ∈ a が正則点であるとは，任意の ϵ ∈ U(1), α ∈ Σϵ に対し，

⟨α,H⟩+ φϵ ̸∈ πZとなるときを言う．

補題 2.5. H ∈ aが正則点であるための必要十分条件は，任意の ϵ ∈ U(1), α ∈
Σ+

ϵ に対して，⟨α,H⟩+ φϵ ̸∈ πZ

証明. (⇒)は Σ+
ϵ ⊂ Σϵ から従う．(⇐)を示すため，α ∈ Σϵ − Σ+

ϵ とすると，

−α ∈ Σ+
ϵ̄ だから，−⟨α,H⟩+φϵ̄ ̸∈ πZ．これより，⟨α,H⟩−φϵ̄ ̸∈ πZ．ϵ ̸= −1

のとき，−φϵ̄ = φϵだから，⟨α,H⟩+φϵ ̸∈ πZ．ϵ = −1のとき，φϵ = φϵ̄ = π/2

だから，

⟨α,H⟩+ π

2
= ⟨α,H⟩ − π

2
+ π ̸∈ πZ

いずれの場合にも ⟨α,H⟩+ φϵ ̸∈ πZ となり，主張が成り立つ．

正則点の全体 ar は aの稠密な開集合である．

tの線形順序<は，aの線形順序<を誘導する．gの tに関するルート系を

∆と表す．∆および Σ̃の上の線形順序に関する正ルートの全体をそれぞれ，

∆+ と Σ̃+ で表す．

a+ = {X ∈ a | ⟨λ,X⟩ ≥ 0 (λ ∈ Σ̃+)}, (2.4)

t+ = {X ∈ t | ⟨α,X⟩ ≥ 0 (α ∈ ∆+)} (2.5)

とおく．

補題 2.6. n := ord(θ0θ1) < ∞かつ a+ ⊂ t+ と仮定する．任意の x0 ∈ aに

ついて，W (t)x0 ∩ a = W (Σ̃)x0．

証明の概要. [12]を用いるとW (Σ̃)はM ∩ aを不変にすることが示される．

M ∩aがW (Σ̃)の一元の軌道になることを言えばよい．(2.4)で定義された a+

は aのW (Σ̃)作用に関する基本閉領域であり，(2.5)で定義された t+ は tの

W (∆)作用に関する基本閉領域である．a+ ⊂ t+だから，[4, p. 293, Theorem

2.2]を用いて，

1 = #(M ∩ t+)

≥ #(M ∩ a+)

= M ∩ aをW (Σ̃)で軌道分解したときの軌道の数

≥ W (Σ̃)xをW (Σ̃)で軌道分解したときの軌道の数

= 1

ゆえに主張が成り立つ．

補題 2.3と補題 2.6より，補題 2.1を証明するためには，各 (G, θ0, θ1)に

対し，(G, θ′0, θ
′
1) ∼ (G, θ0, θ1) を次のように選べることが示せれば十分であ

ることがわかった：
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(1) ord(θ′0θ
′
1) < ∞．

(2) p′0 ∩ p′1 の極大可換部分空間 a′ と a′ を含む gの極大可換部分環 t′ と t′

上の線形順序 <が存在して，a′+ ⊂ t′+ を満たす．

以下，上の条件を満たすように (G, θ′0, θ
′
1)がとれることを示す．

定義 2.7. [1, Definition 6.1] compact対称三対 (G, θ0, θ1)が標準的であると

は，gの極大可換部分環 tが存在して，次を満たすときをいう．

(C1) tは (G, θ0, θ1)に関して，準標準的である：すなわち，

(i) ai := t ∩ pi は pi の極大可換部分空間である (i = 0, 1)．特に，

[a0, a1] = {0}であり，tは θi-不変である．

(ii) t上に線形順序<が存在して，α ∈ ∆+−∆i
0について，−θi(α) > 0

が成り立つ (i = 0, 1)，ただし，∆i
0 = ∆ ∩ ki とおいた．

(C2) ord(θ0θ1) = ord(dθ0dθ1|t)．特に，ord(θ0θ1) < ∞．

このとき，tを (G, θ0, θ1)に関して，標準的であるという．

定理 2.8. [1, Theorem 6.12] (G, θ0, θ1)を標準的な compact対称三対とする．

tを gの極大可換部分環で，(G, θ0, θ1)に関して標準的なものとする．このと

き，a := t ∩ (p0 ∩ p1)は p0 ∩ p1 の極大可換部分空間である．

補題 2.9. (G, θ0, θ1)を標準的な compact対称三対とする．tを (G, θ0, θ1)に

関して，標準的な gの極大可換部分環とする．̄ : t → aで直交射影を表す．こ

のとき，Σ̃+ = {ᾱ | α ∈ ∆+} − {0}が成り立つ．特に，a+ ⊂ t+が成り立つ．

証明. tは標準的だから，θi 不変である (i = 0, 1)．H ∈ tに対し，

H̄ =
1

2n

n−1∑
k=0

{(θ0θ1)k(H)− θ0(θ0θ1)
k(H)}

=
1

2n

n−1∑
k=0

{(θ0θ1)k(H)− (θ0θ1)
kθ0(H)}

が成り立つ．1 ここで，α ∈ ∆+, ᾱ ̸= 0とする．このとき，α ̸∈ ∆0
0かつα ̸∈ ∆1

0．

定義 2.7, (ii) より，−θi(α) ∈ ∆+．−θi(α) = ᾱ ̸= 0 だから，θjθi(α) =

(−θj)(−θi)(α) ∈ ∆+．帰納的に (θ0θ1)
k(α) > 0,−θ0(θ0θ1)

k(α) > 0 が得ら

れる．よって，ᾱ > 0．

定理 2.10. [1, Theorem 6.6] compact対称三対 (G, θ0, θ1)に対し，標準的な

compact対称三対 (G, θ0, θ
′
1)で (G, θ0, θ

′
1) ∼ (G, θ0, θ1)を満たすものが存在

する．

1[1, (6.1)] はタイプミス．(6.1) 式中の 1
n
を 1

2n
に修正する必要がある．
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以上で，定理 1.2の証明が完成した．

まとめると，複素旗多様体内の実旗多様体の交叉を考えるためには，次の

設定で考えれば十分であることがわかった．

(G, θ0, θ1)は標準的な三対であり，p0 ∩ p1 ̸= {0}．tは (G, θ0, θ1)に関して

標準的であり，a := t∩ p0 ∩ p1．x0 ∈ a−{0}として，M = Ad(G)x0 ⊃ Li =

Ad(Ki)x0 とおいたとき，Ad(expH)L0 ∩L1 (H ∈ a)を考えればよい．(??)

と定理 1.2から次が得られる：

定理 2.11. 上の設定の下で，交叉 Ad(expH)L0 ∩L1が離散的になるための

必要十分条件はH が正則点になることである．

上のように設定すると，大野の結果 [12]と [1]で定義した二重佐武図形が

使えるので，たとえばGが例外型で交叉に関連した種々の計算が直接的には

困難な場合でも，二重佐武図形を使って簡単に計算できる可能性が高い．

群 {(k, 0) | k ∈ ZK0∩K1
(a)} ∼= ZK0∩K1

(a) は群 {(s, Y ) ∈ NK0
(a) ⋉ a |

exp(−Y )s ∈ K1} の正規部分群となる．松木は群 J̃ を

J̃ = {(s, Y ) ∈ NK1
(a)⋉ a | exp(−Y )s ∈ K0}/{(k, 0) | k ∈ ZK0∩K1

(a)}

と定義した．J̃ は aに効果的に作用する．

ar の連結成分をセルという．∪
ϵ∈U(1)

{(
sα, 2

nπ − φϵ

∥α∥2
α

)
| α ∈ Σϵ, n ∈ Z

}

で生成されるO(a)⋉aの部分群をW (Σ̃, {Σϵ}ϵ∈U(1))と表す．[12]より，W (Σ̃, {Σϵ}ϵ∈U(1))

は J̃ の部分群になる．

命題 2.12. H1 ∈ a と H2 ∈ a が J̃ で移り合えば，Ad(expH1)L0 ∩ L1 と

Ad(expH2)L0 ∩ L1 は合同である．

J̃ はセルをセルに移す．W (Σ̃, {Σϵ})はセルの全体に推移的に作用する．P

で一つのセルを表すと

a =
∪

σ∈W (Σ̃,{Σϵ})

σP̄

が成り立つ．

証明. 仮定より (s, Y )が存在して，H2 = sH1 + Y．s = Ad(k) (k ∈ K1)と

表示する．このとき，

Ad(expH2) = Ad(k)Ad(expH1)Ad(k−1 expY )

だから，

Ad(expH2)L0 ∩ L1 = Ad(k)(Ad(expH1)Ad(k−1 expY )L0 ∩ L1)

= Ad(k)(Ad(expH1)L0 ∩ L1)
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よって，Ad(expH1)L0 ∩ L1 と Ad(expH2)L0 ∩ L1 は合同である．

J̃ の作用は連続だから，J̃ がセルをセルに移すことをいうためには，J̃ が

正則点を正則点に移すことを言えばよい．上の設定の下で

H1 ∈ ar ⇔ Ad(expH1)L0 ∩ L1 :離散 (定理 2.11)

⇔ Ad(expH2)L0 ∩ L1 :離散

⇔ H2 ∈ ar (定理 2.11)

ゆえに，J̃はセルをセルに移す．W (Σ̃, {Σϵ})は J̃の部分群だから，W (Σ̃, {Σϵ})
もセルをセルに移す．この作用が推移的であることをいう．P1 と P2 を異な

るセルとし，Hi ∈ Pi とする．s0 ∈ W (Σ̃, {Σϵ})を

|H1 − s0H2| = min{|H1 − sH2| | s ∈ W (Σ̃, {Σϵ})}

とする．s0はセルをセルに移すから，s0P2 = P1または，s0P2∩P1 = ∅となる．
今仮に s0P2∩P1 = ∅とすると，線分H1H2の内点Hと ϵ ∈ U(1), α ∈ Σϵ, n ∈
Zが存在して，⟨α,H⟩+φϵ = nπが成り立つ．s := (sα, 2

nπ−φϵ

∥α∥2 ) ∈ W (Σ̃, {Σϵ})
とおく．とおくと，

∥H1 − s0H2∥2 − ∥H1 − ss0H2∥2

= − 4

∥α∥4
(nπ − φϵ − ⟨α,H1⟩)(nπ − φϵ − ⟨α,H2⟩) > 0

これは s0 のとり方に矛盾する．

3 今後の課題

⃝　複素旗多様体M内の二つの実旗多様体L0, L1に対し，数SB(L0, L1,M,Z2)

を定義し，次が成り立つようにせよ．

(1) L0 = L1 ならば，SB(L0, L1,M,Z2) = SB(L0,Z2)

(2) 離散的な交叉 Ad(g)L0 ∩ L1 に対し，

#(Ad(g)L0 ∩ L1) = SB(L0, L1,M,Z2)

2014/12/09 広島大学談話会 (田崎博之)より

⃝ 複素旗多様体内の二つの実旗多様体の Floerホモロジー

⃝ 実旗多様体の交叉積分公式

⃝ 実旗多様体の Hamilton体積最小性

この他に θ0 と θ1 の可換性を仮定しない場合はどうなるか？というものが

今後の課題として挙げてあったが，今回で解決した．
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